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今月のわだい
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　かわうち保育園で園児たちによる豆まき会が行われました。

元気いっぱいに「鬼は外、福は内」と言いながら各部屋に豆を

まき、最後にあらわれた赤鬼をみんなで力を合わせて退治しま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　関連ページ　14ページ

かわうち保育園の園児たちが

「豆まき会」
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広報かわうち 平成 25 年３月

KAWAUCHI

　

「
戻
り
た
い
人
か
ら
戻
ろ
う
、
心
配
な
人
は
様
子
を
見
て

か
ら
戻
ろ
う
」
と
宣
言
し
て
か
ら
１
月
31
日
で
丸
一
年
。
自

分
の
故
郷
・
我
が
家
に
戻
る
こ
と
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
難

し
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

　

一
年
過
ぎ
た
今
、
村
民
約
３
、０
０
０
人
の
内
１
、１
６
３

名
（
昨
年
11
月
現
在
、
週
４
日
以
上
村
内
生
活
者
）、
４
割

が
帰
村
し
て
い
ま
す
。
帰
村
宣
言
は
全
員
で
戻
ろ
う
と
か
、

い
つ
ま
で
帰
還
す
る
な
ど
、
規
制
や
制
約
が
あ
る
も
の
で
も

な
く
、
当
然
戻
ら
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

　

宣
言
の
本
旨
は
行
政
機
能
を
最
前
線
に
戻
し
再
開
す
る
こ

と
。
住
民
の
帰
村
に
向
け
て
何
が
必
要
な
の
か
、
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
な
に
か
、
戻
れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
自
分

た
ち
の
手
で
そ
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
か
っ
た
。
一
昨

年
９
月
30
日
に
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
が
解
除
さ
れ
て
か

ら
、
昨
年
ま
で
の
一
年
間
で
１
０
０
回
を
超
え
る
懇
談
会
や

説
明
会
、
健
康
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

除
染
や
雇
用
、
補
償
、
病
院
介
護
、
教
育
、
交
通
、
買
い
物

な
ど
戻
れ
な
い
課
題
を
次
か
ら
次
と
述
べ
る
人
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
考
え
方
が
あ
る
中
で
た
だ
一
つ
共
通
し
て
い
る
こ

「
帰
村
宣
言
か
ら
一
年
」

川
内
村
長
　

遠
　
藤
　
雄
　
幸

と
、
そ
れ
は
一
日
も
早
く
自
分
の
家
に
戻
り
た
い
、
元
の
生

活
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
切
な
る
思
い
。

　

そ
の
思
い
に
応
え
る
た
め
役
場
機
能
を
村
内
に
戻
し
業
務

を
再
開
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
自
分
の
村
の
こ
と
は
自
分
た

ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
し
、
当
然
自
分
の
村
の
将
来
を
国
や

県
、
東
電
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
力
で

前
に
進
み
、
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
思
い
を
無
く
し
た

ら
復
興
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り

の
戻
れ
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
戻
る
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
、と
考
え
た
方
が
楽
し
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
故
郷
、
我
が
家
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

他
の
誰
で
も
な
く
川
内
村
民
自
身
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

復
興
は
一
言
で
言
え
ば
、
生
き
が
い
や
誇
り
を
取
り
戻
す

こ
と
。
過
日
実
施
し
た
農
業
者
や
若
い
人
た
ち
と
の
懇
談
会

で
、
事
故
前
よ
り
一
層
何
事
に
お
い
て
も
行
政
頼
み
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
平
常
時
で
な
い
時
に
そ
の
傾
向

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
例
え
ば
、
子

供
の
教
育
は
親
に
と
っ
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
見
せ

場
で
も
あ
り
ま
す
。
お
金
も
か
か
る
し
時
間
も
あ
る
程
度
束
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村長との座談会の様子

東京電力㈱福島復興本社代表へ要望書を提出

縛
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
楽
し
み
へ
の
序
曲
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
ん
な
い
い
場
面
を
行
政
に
全
て
委
ね
て
し
ま
っ
て

い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

事
故
前
か
ら
農
山
村
の
空
洞
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
事
故
を
契
機
に
よ
り
一
層
耕
作
を
諦
め
る
農
家
が

増
え
て
い
ま
す
。
農
山
村
で
生
活
す
る
意
義
や
価
値
観
を
見

い
だ
せ
ず
、
誇
り
ま
で
失
っ
て
い
く
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
生
活
で
き
る
の
か
、
生
き
て
行
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
住
民
が
少
な
い
な
り
の
新
し
い
取
り
組
み

に
ト
ラ
イ
し
て
い
く
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
し
、く
り
返
し
、

く
り
返
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
そ
う
い
う
姿
を
子
供
た
ち
に

見
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

避
難
先
で
病
院
や
買
物
、
子
ど
も
の
教
育
、
文
化
的
な
ふ

れ
あ
い
な
ど
都
会
の
利
便
性
を
感
じ
て
い
る
住
民
も
多
い
は

ず
。
自
分
の
人
生
の
中
で
そ
れ
は
貴
重
な
経
験
で
あ
り
彩
で

も
あ
り
ま
す
。
一
度
村
を
離
れ
た
子
供
た
ち
は
都
会
生
活
の

中
で
、
自
分
の
将
来
の
先
行
き
が
見
え
た
時
期
に
帰
っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

帰
っ
て
き
て
こ
ん
な
仕
事
す
る
な
」
と
言
う
の
か
、「
帰
っ

て
き
て
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
声
を

掛
け
る
の
か
。
そ
れ
は
地
域
や
仕
事
へ
の
誇
り
、
川
内
村
民

で
あ
る
こ
と
の
プ
ラ
イ
ド
を
子
供
た
ち
に
つ
な
い
で
い
け
る

か
ど
う
か
で
あ
り
ま
す
。

　

悲
し
い
こ
と
で
す
が
事
故
前
に
完
全
に
戻
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
精
一
杯
補
償
や
損
害
賠
償
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は

重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
村
民
が
生
き
る

意
欲
や
誇
り
、
目
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
夢

や
生
き
が
い
を
見
い
だ
せ
な
い
と
こ
ろ
に
、
い
く
ら
お
金
だ

け
を
つ
ぎ
込
ん
で
も
そ
れ
は
本
当
の
復
興
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

帰
村
宣
言
か
ら
２
年
目
、
蒔
い
た
種
が
少
し
ず
つ
形
に

な
っ
て
現
れ
て
き
ま
す
。
全
て
の
も
の
を
川
内
村
だ
け
で
完

結
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
帰
村
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
材
料
に
な
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

都
会
の
よ
う
な
便
利
さ
は
な
い
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
村

を
つ
く
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
村

だ
か
ら
こ
そ
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
勝
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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・食品中放射性物質の摂取制限値は100Bq/kgです。

・簡易検査器の検出限界値は約20Bq/kgで、それ未満の値は測定の精度が低くなるため、測定結果には“ND”

（検出限界値未満）と記載されています。

・100Bq/kgを超えた品目は測定結果の欄を黒くしてあります。

・村で行っている検査はあくまでも目安となります。摂取に関しては自己の判断となりますのでご理解いただきま

すようお願い申し上げます。

測定期間 1月４日～１月31日

問合せ先：農村振興課　農政係　０２４０－３８－２１１５

村内産食品放射能簡易測定の結果

№ 採取場所 測 定 日 品　　目 検査結果 (Bq/kg)

1 上川内字炭焼場 1月4日 イノシシ 166

2 上川内字前谷地 1月4日 ハクサイ 11

3 上川内字十八窪 1月4日 シイタケ 120

4 上川内字古町 1月4日 イノシシ 468

5 上川内字大平 1月4日 イノシシ 98

6 上川内字十八窪 1月6日 イノシシ 400

7 上川内字前谷地 1月7日 キウイ 45

8 上川内字大平 1月7日 イノシシ 265

9 下川内字マリ山 1月7日 イノシシ 295

10 上川内字瀬耳上 1月8日 イノシシ 142

11 上川内字舘屋 1月10日 ゴボウ葉 16

12 上川内字平伏森 1月10日 イノシシ 726

13 下川内字水上 1月10日 ヤマイモ 0

14 下川内字拝沢 1月11日 イノシシ 693

15 下川内字拝沢 1月11日 イノシシ 416

16 上川内字中里 1月16日 たくあん漬け 0

17 上川内字鷹ノ巣 1月17日 ヤマドリ 98

№ 採取場所 測 定 日 品　　目 検査結果 (Bq/kg)

18 下川内字原 1月17日 凍みダイコン 0

19 下川内字手古岡 1月17日 干しシイタケ 0

20 下川内字手古岡 1月17日 凍みダイコン 0

21 上川内字古町 1月18日 イノシシ 454

22 上川内字舘屋 1月21日 凍み餅 0

23 上川内字下原 1月21日 イノシシ 60

24 上川内字下原 1月21日 イノシシ 76

25 下川内字手古岡 1月21日 イノシシ 60

26 下川内字北川原 1月21日 イノシシ 78

27 上川内字原 1月21日 キウイジャム 0

28 上川内字鷹ノ巣 1月21日 イノシシ 148

29 上川内字古町 1月22日 イノシシ水洗い 134

30 下川内字バク 1月22日 イノシシ 37

31 下川内字御所平 1月23日 ハクサイ 0

32 上川内字早渡 1月24日 たくあん 0

33 上川内字大平 1月25日 イノシシ 185

34 下川内字手古岡 1月30日 ワラビ塩つけ 0
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川内村再開商店紹介
村内のお店を利用しやすいように、再開商店の営業日や営業時間を紹介させていただきます。

尚、事情により不定休、営業時間短縮などもある事をご理解頂いたうえ、

村の活性のため、村内の商店を利用するようにご協力願います。

その他再開している事業所

坪井建材・㈲遠藤きのこ園・鈴木商店・遠藤商店・アパレルエンドー・㈱協川興業・㈲高塚工業・秋元建築・横山ドレス

㈱・㈲モード・マミ・川内工業㈲・㈱渡辺重建・㈲国見工業・秋元工務店・日昭設備・㈲東電サポート・塙豆腐店・猪狩勝工

務店・㈲三瓶組・丸川建設㈱・郡山信用金庫・㈲河原組・堀建・大和田建設㈱・㈲佐久間工務店・㈱あぶくま川内・㈲志賀

林業・㈱MKSテクノ・合同会社かわうち屋・ラーメン三七三・寿司川泰・㈱緑樹・㈱ニーズ・㈱ヤマト商会・猪狩二級建

築・㈲松本新聞店・あぶくま民芸館・かわうちの湯・天理教東霧島分教会・西山林業・フタバ精機㈲・双葉地方森林組合・

神明畜産・遠藤建材・ふたば農業協同組合・ニングル・菊池製作所・レパスト・猪電・猪狩設備・三瓶石材工業・塙建設

※商工会加盟店等で村が把握している事業所の為、不備がある際はご了承願います。

渡 辺 商 店
定 休 日　無休
営業時間　月～金 ６時～８時30分
　　　　　  16時30分～19時30分
　　　　　土　日 ７時～19時
電話番号　３８-２１６８

上川内

下川内

小 松 屋 旅 館
定 休 日　無休

営業時間　in16時～・out～10時

電話番号　３８-２０３３

子 ひ げ 魚 店
定 休 日　無休

営業時間　８時～18時

電話番号　３８-２０７５

や ま と や
定 休 日　日曜日

営業時間　７時～18時

電話番号　３８-２０２３

わ た や
定 休 日　日曜日

営業時間　６時30分～20時

電話番号　３８-２０４４

佐 和 屋
定 休 日　無休

営業時間　７時～19時

電話番号　３８-２０６５

川内自動車整備工場
定 休 日　日曜日

営業時間　８時30分～17時30分

電話番号　３８-２３１３

佐和屋給油所
定 休 日　火曜日

営業時間　７時～19時

電話番号　３８-２２７６

はとや文具
定 休 日　無休

営業時間　７時～18時

電話番号　３８-２２２８

サトウ事務機器
定 休 日　土・日曜日

営業時間　９時～17時

電話番号　２５-８２１７

あれ・これ市場
定 休 日　土・日・祝日

営業時間　９時30分～17時

電話番号　３８-２７００

ファミリーマート
定 休 日　無休

営業時間　７時～21時

電話番号　３９-０２０５

渡辺商店川内給油所
定 休 日　日曜日

営業時間　７時～18時30分

電話番号　３８-２５３９

とりじ商店
定 休 日　無休

営業時間　７時30分～19時

電話番号　３８-２１７５

三 瓶 商 店
定 休 日　日曜日

営業時間　７時30分～18時30分

電話番号　３８-２０２５

西山利夫畳店
定 休 日　不定休

営業時間　８時～17時

電話番号　３８-３２６１

人 絹 屋
定 休 日　無休

営業時間　７時～18時30分

電話番号　３８-２２０３

遠藤モーター商会
定 休 日　日曜日

営業時間　８時～17時

電話番号　３８-２２９１
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　各行政区では下記により平成 24 年度総会を予定しております。原発事故により村民の多くの方が避

難をされており、周知が困難なことから広報誌を利用してお知らせいたします。皆様には年度末で大変

お忙しいところ恐縮ですが、事務事業報告や新年度の事業計画、役員改選等の議題もありますので、ご

参加くださいますようご案内いたします。

記

　村では、平成 23 年 12 月から電子式積算線量計を希望される児童生徒、150 名に貸し出しをしてお

ります。

この積算線量計は数字で積算線量が確認できるもので、保護者の方がそれぞれ数値を確認して管理さ

れているところですが、平成 23 年 12 月から平成 24 年３月までの積算線量及び平成 24 年４月～同年

６月までの川内村での積算線量を提供いただき、そのデータを基に、１年間の被ばく線量を推計し、

東京大学医科学研究所医師坪倉正治先生と福島県保健福祉部「放射線と健康」アドバイザリーグルー

プに依頼いたしました評価の内容とデータをお知らせします。

〇平成 23 年 12 月～平成 24 年３月の積算線量を１年間の被ばく線量に換算した数値

　　県内　　最低 0.701mSV(0.080 μ Sv/h)

　　　　　　最高 3.223mSv(0.368 μ Sv/h)

〔参考〕川内村での平成 24 年４月～同年６月の積算線量を１年間の被ばく線量に換算した数値

　　川内村　最低 0.745mSV(0.085 μ Sv/h)

　　　　　　最高 1.218mSv(0.139 μ Sv/h)

（上記の積算線量は、自然界からの線量も含まれた数値です。）

〇データの評価

・東京大学医科学研究所医師坪倉正治先生

　計測された値は、身体に明らかな影響を及ぼす量ではありません。しかしながら、原発事故の前に

比べれば高くなっています。

　今後も継続的な線量測定を行うことにより、生活のどの部分で被ばくが多くなっているのか明らか

にして、長時間生活する場所の見直しが有効です。

・福島県保健福祉部「放射線と健康」アドバイザリーグループ　

　今回の測定は、平成 23 年 12 月～ 24 年３月までの積算量を把握したものですが、健康影響が心配

されるレベルの線量の方はいませんでした。

行政区 日　　時 場　　所 備　考

第１区 ３月 16 日 ( 土 ) 午後 ６：00 第１区集会所

第２区 ３月 17 日 ( 日 ) 午前 10：00 第２区集会所

第３区 ３月 17 日 ( 日 ) 午後 １：00 第３区山村活性化支援センター

第４区 ３月 24 日 ( 日 ) 午後 ６：30 第４区集会所

第５区（坂シ内） ３月 10 日 ( 日 ) 午前 10：00 第５区集会所

　〃　 （宮　組） ３月 10 日 ( 日 ) 午前 ９：00 宮ノ下集会所

第６区 ３月 20 日 ( 祝 ) 午前 10：00 第６区集会所

第７区 ３月 19 日 ( 火 ) 午後 ６：30 第７区集会所

第８区（毛戸地区） ３月中旬頃予定しています 五社の杜サポートセンター 下川内仮設住宅隣

　〃　（五枚沢地区） ３月中旬頃予定しています 五社の杜サポートセンター 下川内仮設住宅隣

行政区総会開催のおしらせ

電子式積算線量計の結果について
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川内村奨学資金貸与制度

　川内村に住所を有する方で、能力があるにもかか

わらず経済的な理由によって修学困難な方に対して

川内村奨学資金を貸与し、教育の機会均等をはかり

豊かな社会の発展に資することを目的としていま

す。

貸与資格　

●高等学校、高等専門学校(高等看護学院若しくは

修学年限２年以上の専修学校を含む。)又は大学

(短大を含む。)に在学している方で、その家族

が村内に引続き２年以上住所を有し、永住の見

込みのある場合。

●修学上自宅通学が困難な場合。ただし、特別な事

情がある場合はこの限りでありません。

●品行が正しく、学業にすぐれ、身体が強健である

こと。

●経済的理由により修学が困難と認められる場合。

●国県又は他の団体から同種類の奨学資金の貸与・

給与を受けていない。

貸与額及び貸与期間　

学校区分 貸与額 貸与期間

高等学校 月額 30,000円以内
在学する学

校の正規の

就学期間

高等専門学校等 月額 30,000円以内

大学等 月額 50,000円以内

 

出願手続

　奨学資金の貸与を希望する場合は、所定の必要書

類を４月18日（木）まで、本人・保護者・保証人が

そろって持参提出ください。

提出書類　

◎本 人 ・奨学生願書

（用紙は教育委員会までお越しいただくか、又は村

ホームページからダウンロードしてください。）

・在学（合格）証明書

・成績証明書（卒業予定学校又は在学中の学校か

ら、封印のまま）

・入学通知書

・借用書　（用紙は教育委員会までお越しいただ

くか、又は村ホームページからダウンロードし

てください。）

・口座振替依頼書（債権者は、借入本人です。）

◎保証人（２名必要です）　

・所得証明書・資産証明書・納税証明書

・印鑑証明書

　（役場住民課で交付できます。詳しくは役場住民

課にお問い合わせください。）

＊保証人のうち１人は父母兄姉、又はこれに代わる

方、他の１人は独立の生計を営み奨学資金返還

の責を負い得る方です。

奨学資金の返還方法

　奨学資金は卒業の月の１年後から貸与を受けた２

倍の期間以内にその全額を月賦又は年賦で返還して

いただきます。

＊返還が滞ると基金制度であり、他の利用者に不便

をきたしかねませんので十分注意してください。

在籍の確認　（貸与が２年目以降の方　）

　毎年３月末日までに借入本人は「在学証明書」と

「成績証明書」(封印のもの)を教育委員会に提出し

てください。

その他

（奨学生に重要な異動があったときは届出を）

　次のようなときは、保証人と連署して異動の届出

をお願いします・

　・休学・復学及び転学又は退学したとき。

　・本人及び保証人の身分、住所その他重要事項に

　　異動があった時。

（学校を休学したとき）

　奨学生が休学したときは、その期間は奨学資金の

貸与を休止します。

（奨学生が退学・卒業の見込みが無くなったら)

　次のようなときは、奨学資金の貸与を停止又は廃

止いたします。

・奨学生が死亡又は退学したとき。

・奨学生が疾病傷害などのため学業の見込みのな

いとき。

・学業成績又は操行が不良となったとき。

・奨学資金を必要としない事由が生じたとき。

・その他奨学生として適当でないとき。

＊奨学生が退学し、若しくは奨学資金を辞退し、又

は貸与を停止されたときはすでに貸与した資金

を返還しなければなりません。

 （ただし、特別の事情があるときは別段の返還方法

を指示致します。

その他、詳しい問合せは、

川内村教育委員会　教育総務係0240-38-3805まで

例

修学期間（３年） 返還期間（６年以内）１年
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お知らせ◆

平
成
25
年
度　
　
　
　
　
　
　
　

　

川
内
村
臨
時
職
員
募
集

　

村
で
は
、
平
成
25
年
度
の
各
種
嘱
託
員
・

日
々
雇
用
職
員
・
業
務
委
託
員
・
代
替
登
録

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
次

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

１
、
嘱
託
員
募
集
内
容

【
自
動
車
運
転
業
務
嘱
託
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

村
長
車
等
運
転
業
務
、
庁
用

車
両
整
備
及
び
文
書
受
付
事
務
等
の
業
務

○
勤
務
場
所　

川
内
村
役
場

○
応
募
資
格　

・
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭

和
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
大
型
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
又
は
取
得

見
込
み
の
方

【
医
療
事
務
嘱
託
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

受
診
者
の
受
付
及
び
医
療
事

務
等
の
業
務

○
勤
務
場
所　

川
内
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
○
応
募
資
格　

・
１
級
医
療
事
務
技
能
審
査

試
験(

医
科)

合
格
者
又
は
合
格
見
込
み
の

方
・
レ
セ
プ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ-

Ｓ
Ｘ-

Ｊ 

Ｖ
３
）
操
作
の
出
来
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
又
は
取
得

見
込
み
の
方

【
災
害
復
興
業
務
嘱
託
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

災
害
復
興
等
に
関
す
る
事
業

の
事
務

○
勤
務
場
所　

川
内
村
役
場

○
応
募
資
格　

・
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
の

操
作
が
出
来
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
又
は
取
得

見
込
み
の
方

　

《
前
記
嘱
託
員
の
共
通
条
件
》

＊
委
託
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

＊
身　
　

分　

地
方
公
務
員
法
第
３
条
第
３

号
の
特
別
職
嘱
託
員

＊
給 

与 

等　

村
の
非
常
勤
特
別
職
の
規
定

に
基
づ
き
支
給
す
る
。

＊
社
会
保
険　

社
会
保
険
制
度
・
雇
用
保
険
・

傷
害
保
険
加
入
あ
り
。

＊
募
集
条
件　

健
康
で
１
年
間
業
務
に
従
事

で
き
川
内
村
に
住
所
を
有
す
る
方

 

２
、
日
々
雇
用
職
員
募
集
内
容

【
放
射
線
管
理
業
務
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
1
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日
（
週
３
日
勤
務
）

○
業
務
内
容　

公
共
施
設
・
民
間
住
宅
の
放

射
線
管
理
業
務

○
勤
務
場
所　

川
内
村
役
場

○
応
募
資
格　

・
放
射
線
取
扱
主
任
者
（
一

種
）
の
資
格
を
取
得
又
は
取
得
見
込
み
の

方
・
健
康
で
１
年
間
業
務
に
従
事
で
き
る
方

 

３
、
業
務
委
託
員
募
集
内
容

【
役
場
庁
舎
日
直
業
務
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

川
内
村
役
場
の
日
直
業
務

○
業
務
時
間　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
・
年
始
の
休
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
公
民
館
施
設
管
理
業
務
員
】

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

の
公
共
施
設
管
理
業
務

○
業
務
時
間　

月
、
火
曜
日
及
び
年
末
年
始

の
休
日
を
除
く
日

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
９
時
15
分

　

《
前
記
業
務
委
託
員
の
共
通
条
件
》

＊
委
託
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

＊
募
集
条
件　

健
康
で
１
年
間
業
務
に
従
事

で
き
川
内
村
に
住
所
を
有
す
る
方

＊
委 

託 

料　

各
種
業
務
要
綱
等
の
規
定
に

基
づ
き
支
給
す
る
。

　

（
健
康
保
険
料
及
び
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
に
は
、
負
担
額
の
一
部

を
村
が
負
担
す
る
。）

＊
そ 

の 

他　

傷
害
保
険
に
加
入
す
る
。

 

４
、
代
替
登
録
職
員
募
集
内
容

【
保
育
士
、
朝
・
夕
臨
時
保
育
士
】

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
勤
務
場
所　

か
わ
う
ち
保
育
園

○
応
募
資
格　

・
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
取
得
又
は
取
得
見
込
み
の
方

・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
又
は
取
得
見
込

み
の
方

【
看
護
師
又
は
准
看
護
師
】

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
勤
務
場
所　

川
内
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
○
応
募
資
格　

・
准
看
護
師
又
は
看
護
師
の

資
格
を
取
得
又
は
取
得
見
込
み
の
方

・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
又
は
取
得
見
込

み
の
方

　

《
代
替
登
録
職
員
の
共
通
条
件
》

＊
委
託
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

＊
賃 

金 

等　

村
の
規
定
に
よ
る
日
々
雇
用

賃
金

＊
勤
務
条
件　

村
の
規
定
に
よ
り
業
種
毎
に

異
な
る
。

＊
勤
務
方
法　

代
替
登
録
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
か
ら
必
要
に
応
じ
て
業
務
を
依

頼
す
る
。

 

５
、
応
募
要
領

①
応
募
方
法　

川
内
村
役
場　

総
務
課
に
用

意
し
て
あ
る
「
申
込
書
」
に
履
歴
書
及
び

資
格
を
有
す
る
証
明
書
を
添
付
し
直
接
又
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は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間　

平
成
25
年
３
月
１
日
～
３
月

15
日
（
執
務
時
間
内
）

③
受
付
場
所　

川
内
村
役
場　

総
務
課
総
務

係
④
選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
個
別
面
接
に

よ
る
。（
面
接
日
は
後
日
応
募
者
に
通
知

す
る
。）

■
問
合
せ　

総
務
課
総
務
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
１

自
然
環
境
保
護
巡
視
員
募
集

　

村
で
は
、
高
塚
高
原
の
自
然
環
境
保
護
や

入
山
さ
れ
る
方
へ
の
施
設
案
内
、
高
塚
山
の

ロ
ッ
ジ
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

自
然
環
境
保
護
巡
視
員
を
次
に
よ
り
募
集
し

ま
す
。 

●
業
務
内
容　

高
塚
山
自
然
環
境
保
護
巡
視 

　

①
当
該
区
域
の
一
般
的
な
説
明 

　

②
利
用
上
の
注
意
す
べ
き
事
項 

　

③
自
然
保
護
上
注
意
す
べ
き
事
項 

　

④
区
域
内
の
美
化
清
掃
の
実
地 

　

⑤
区
域
内
自
然
環
境
の
異
変
の
把
握 

　

⑥
村
有
施
設
等
の
状
況
把
握 

●
委
託
期
間　

平
成
25
年
４
月
25
日
～
11
月

30
日
ま
で
の
期
間
内
で
60
日
間
業
務
と
す

る
。 

●
募
集
条
件　

川
内
村
に
住
所
を
有
し
、
満

70
歳
未
満
の
健
康
で
業
務
に
従
事
で
き
る

方 

●
選
考
方
法　

書
類
審
査 

●
賃 

金 

等  

村
の
賃
金
規
定
に
よ
る

            

（
日
々
雇
用
） 

●
勤
務
条
件　

村
の
規
定
に
よ
る 

●
応
募
方
法　

役
場
総
務
課
に
準
備
し
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
復
興
対

策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
復
興
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
２

村
内
設
置
の
食
品
放
射
能
測

定
検
査
員
募
集 

　
　
　

(

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
）

●
業
務
内
容　

村
内
各
地
区
（
集
会
所
・
学

校
等
）
に
設
置
し
て
い
る
食
品
に
含
ま
れ
る

放
射
能
測
定
業
務
等
（
場
合
に
よ
り
、
他
の

測
定
業
務
も
あ
り
ま
す
。） 

●
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

           

～
平
成
26
年
３
月
31
日　

 

●
労
働
時
間　

月
20
日
以
内　

８
時
間
／
日

（
休
憩
時
間
あ
り
） 

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
箇
所
、
労
働
時

間
は
変
更
し
ま
す
。 

●
労
働
条
件　

雇
用
保
険
・
労
災
保
険
の
み

●
賃 

金 

等　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
期
間　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）

ま
で 

●
応
募
方
法　

履
歴
書
持
参
で
右
記
期
間
内

に
川
内
村
商
工
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。 

※
面
接
の
際
に
採
用
条
件
を
お
伝
え
し
ま

す
。 

■
問
合
せ　

川
内
村
商
工
会　

大
和
田


０
２
４
０-

３
８-

２
２
６
５

川
内
村
教
育
委
員
会
講
師

(

学
習
支
援
員)

募
集

　

平
成
25
年
度
の
川
内
村
教
育
委
員
会
講
師

（
嘱
託
員
）
と
し
て
学
習
支
援
員
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

１ 

募
集
内
容

○
募
集
職
種　

講
師
（
常
勤
又
は
非
常
勤
）

○
募
集
人
員　

１
名

○
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
30
日

○
業
務
内
容　

特
別
支
援
学
級
等
の
学
習
支

援○
勤
務
場
所　

川
内
中
学
校
及
び
公
民
館

○
応
募
資
格

・
教
員
の
資
格
を
有
す
る
か
、
学
習
塾
の
講

師
の
経
験
が
あ
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
又
は
取
得

見
込
み
の
方

※
ピ
ア
ノ
や
ソ
ロ
バ
ン
、
習
字
の
指
導
の
出

　

来
る
方
は
常
勤
で
採
用
予
定

〇
そ 

の 

他　

報
酬
等
の
条
件
に
つ
い
て

は
、
面
接
時
に
提
示
し
ま
す
。

２ 

応
募
要
領

①
応
募
方
法　

川
内
村
教
育
委
員
会
に
用
意

し
て
あ
る
「
申
込
書
」
に
履
歴
書
及
び
資
格

を
有
す
る
証
明
書
を
添
付
し
直
接
又
は
郵
送

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間　

平
成
25
年
３
月
１
日
～
同
年

３
月
19
日
（
執
務
時
間
内
）

③
受
付
場
所　

川
内
村
教
育
委
員
会

④
選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
個
別
面
接
に

よ
る
。（
面
接
日
は
後
日
応
募
者
に
通
知
す

る
。）

⑤
問
合
せ　

川
内
村
教
育
委
員
会　

教
育
総

務
係　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
５

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

宮
坂
住
宅
、
沢
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
入

居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
宮
坂
住
宅　

木
造
平
屋
建
て

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
ペ
ッ
ト
不
可
）

　

家
賃
は
入
居
者
所
得
に
応
じ
て
算
定
さ
れ

ま
す
。

　

敷
金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

※
申
込
時
に
は
、
所
得
の
制
限
等
が
あ
り
ま

す
○
沢
若
者
定
住
促
進
住
宅

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

３
戸
（
１
階
部
２
戸
、
２
階

部
１
戸
）（
ペ
ッ
ト
不
可
）
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家
賃
１
Ｆ
：
３
０
、
０
０
０
円　

２
Ｆ
：

３
５
、０
０
０
円

　

（
子
供
扶
養
人
数
に
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
）

　

敷
金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

※
申
込
時
の
年
齢
が
満
40
歳
未
満
の
者
（
世

帯
主
及
び
生
計
中
心
者
）
で
あ
る
こ
と
。

○
申
込
期
限　

平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で

※
申
込
用
紙
は
役
場
、
農
林
土
木
係
に
あ
り

ま
す
。

※
入
居
予
定
者
は
、
申
込
用
紙
に
全
員
分
の

住
民
票
・
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
申
込
者
が
多
数
の
時
は
、
入
居
者
選
考
委

員
会
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。

 

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課
農
林
土
木
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７

農
地
除
染
賃
金
支
払
い
に
つ
い
て

　

農
地
の
除
染
に
つ
い
て
、
作
業
を
個
人
で

実
施
し
完
了
し
た
方
、
ま
た
昨
年
中
に
完
了

報
告
書
を
提
出
し
た
方
で
、
未
実
施
分
が
完

了
し
た
方
は
、
役
場
農
村
振
興
課
農
政
係
ま

で
作
業
写
真
と
完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課
農
政
係　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
５

３
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

３
月
７
日
（
木
）、
21
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原　

仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

３
月
６
日
（
水
）、13
日
（
水
）、

　

22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

③
郡
山
市　

若
宮
前　

仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

３
月
５
日
（
火
）、12
日
（
火
）、

　

26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目　

仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

３
月
４
日
（
月
）、10
日
（
日
）、

　

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

３
月
10
日
（
日
）、
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

借
上
げ
ア
パ
ー
ト
の
退
居
の
手
続

き
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う

　

退
去
す
る
場
合
は
使
用
終
了
届
を
忘
れ
ず

に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

借
上
げ
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
場
合
は
、

入
居
前
に
誓
約
書
を
提
出
し
た
入
居
者
の
責

任
で
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
終
了
届
を
提
出
す
る
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
入
居
者
は
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
入
居
名
義
人
が
必
要

事
項
を
記
入
し
た
後
に
、
貸
主
・
貸
主
代

理
か
ら
退
去
説
明
を
受
け
た
証
明
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
証
明
を
も
ら
っ
た
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了

届
を
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ

Ｘ
は
不
可
、
原
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

③
受
領
し
た
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
に
基

づ
き
、
村
か
ら
福
島
県
、
仲
介
業
者
等
に

申
入
れ
を
行
い
契
約
の
解
除
と
な
り
ま

す
。

●
正
式
な
退
去
手
続
き
を
せ
ず
に
別
な
借
上

げ
ア
パ
ー
ト
や
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
場

合
は
、
退
去
手
続
き
を
し
な
い
た
め
発
生

す
る
家
賃
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
退
去
手
続
き
と
一
緒
に
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
等
の
契
約
解
除
の
手
続
き
も
責
任
を

も
っ
て
解
約
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
仮
設
住
宅
を
退
去
す
る
場
合
も
同
じ

く
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
退
去
日
に
は
退
去
の
立
ち
会
い

を
行
い
カ
ギ
の
返
却
を
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
退
去
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
役
場
住
民

課
か
川
内
村
役
場
郡
山
臨
時
出
張
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

仮
設
住
宅
で
契
約
し
て
い
た
、
電
気
料
金

と
ガ
ス
料
金
の
退
去
に
よ
る
契
約
解
除
の
手

続
き
は
入
居
者
の
責
任
で
ご
連
絡
願
い
ま

す
。
郡
山
市
内
の
仮
設
住
宅
の
み
水
道
料
金

の
停
止
連
絡
は
カ
ギ
の
返
却
後
に
村
で
行
い

ま
す
。(

郡
山
市
水
道
局
と
の
協
定
に
よ
る)

　

借
上
げ
ア
パ
ー
ト
・
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

に
は
決
ま
り
を
守
る
誓
約
書
を
提
出
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
退
去
の
手
続

き
に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

　
　
　
　
　

役
場
郡
山
臨
時
出
張
所

　


０
２
４-

９
４
６-

０
８
８
０

一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
に
つ
い
て

～
国
民
健
康
保
険
並
び
に
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ
～

医
療
機
関
の
窓
口
負
担
金
免
除
が
一
年
間
更

新
さ
れ
ま
す
！

　

現
在
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
警
戒
区
域
な
ど
に
設
定
さ
れ
て
い
る
地
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域
の
方
が
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
際
に
お

支
払
す
る
窓
口
負
担
金
は
、
平
成
25
年
２
月

28
日
ま
で
免
除
（
入
院
時
食
事
代
や
接
骨
院

等
の
療
養
費
を
除
く
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
免
除
期
間
が
一
年
間
延
長
と
な
り

ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
更
新
し
た
一
部
負

担
金
免
除
証
明
書
を
発
送
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て

住民異動に関する届出

届出の種類 届出の期間 届出の場所 届出に必要なもの

転　入　届

川内村内に新たに

住所を定めた日か

ら 14 日以内

川内村役場（住民

課）

・届出人の印鑑

・転出証明書

・本人確認ができる

　身分証明書

転　出　届

転出が決まって、

川内村を去るまで

の間

（転出する 13 日前

から手続きできま

す）

川内村役場（住民

課）

（ 転 出 証 明 書 を

もって新たに住む

住所地の市区町村

で転入届を行いま

す）

・届出人の印鑑

・転出予定先の住所

・国民健康保険証　

（加入者のみ）

・本人確認ができる

　身分証明書

転　居　届

川内村内で住所を

移した日から 14

日以内

川内村役場（住民

課）

・届出人の印鑑

・転居先の住所

・本人確認ができる

　身分証明書

世帯変更届

世帯分離・世帯合

併や世帯主に変更

があった日から 14

日以内

川内村役場（住民

課）

・届出人の印鑑

・本人確認ができる

　身分証明書

※住民異動に関する届出をされる方は、本人確認を行うため、運転免許証

やパスポートなど、顔写真が添付されている官公署等発行の身分証明書の

提示をお願いいたします。

※不正な届出や届出を怠った場合は、罰せられることもありますので、届

出期間を守り適正な住民異動届出をお願いいたします。

■問合せ　住民課住民係　０２４０－３８－２１１３

届出は忘れずに

い
な
い
方
は
、
川
内
村
役
場
住
民
課
（


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３
）
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
川

内
村
に
転
入
さ
れ
た
方
は
免
除
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。（
被
災
さ
れ
た
方
が
属
す
る
世

帯
に
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
免
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。）

※
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
村
外

に
転
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
免
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
転
出
先
の
市
町
村
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
川
内
村
介
護
保
険
事
業
被
保
険
者
の
み
な

さ
ま
へ
～

第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
及
び
利
用
者
負
担

金
免
除
が
一
年
間
更
新
さ
れ
ま
す
！

　

現
在
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
り
警
戒
区
域
な
ど
に
設
定
さ
れ
て
い
る
地

域
の
方
の
第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
及
び
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
お
支
払
す
る

利
用
者
負
担
金
は
、
平
成
25
年
２
月
28
日
ま

で
免
除
（
施
設
利
用
時
の
食
事
費
や
居
住
費

を
除
く
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
免

除
期
間
が
一
年
間
延
長
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
被
保
険
者
証
が
利
用
者
負
担

金
免
除
証
明
書
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の

で
、
免
除
証
明
書
の
発
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
川
内
村
役
場
保
健
福
祉
課
（


０
２
４
０-

３
８-

２
９
４
１
）
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
、
川
内
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
に
は
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
今
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
は
保
険
証
の
更
新
時
期
と
な
り
ま

す
が
、
新
し
い
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
今
月

25
日
以
降
、
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
簡

易
書
留
に
て
送
付
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

送
付
先
は
、
避
難
先
の
住
所
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
仕
事
等
の
関
係
で
避
難
先
と
は

別
の
住
所
に
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今

月
19
日
（
火
）
ま
で
、
川
内
村
役
場
住
民
課

（

０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３
）
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
方
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
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お知らせ◆

本
人
確
認
の
徹
底
に
つ
い
て

　

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
の
発

行
の
際
に
行
っ
て
い
る
本
人
確
認
に
つ
き
ま

し
て
、
身
分
証
明
書
の
提
示
が
法
律
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
窓
口
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
際
に
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
、
住
基
カ
ー
ド
、
保
険
証
等
）
の
持
参
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の

ご
報
告
と
お
知
ら
せ

　
　

平
成
24
年
５
月
よ
り
、
希
望
者
の
方
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
飲
料
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
放
射

性
物
質
は
不
検
出
（
Ｎ
Ｄ
）
で
す
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
ま
す
。
検
出

限
界
値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件
等
に
よ

り
異
な
り
、
本
結
果
に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ

ウ
素
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１

Bq/kg

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
を
希
望
の
方
は
、
住
民
課
住
民
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
制
の
た
め
検
体
数
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

平
成
25
年
産
米
生
産
調
整
に
つ
い
て

　

２
月
18
日
か
ら
28
日
に
実
施
し
ま
し
た
平

成
25
年
度
の
生
産
調
整
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
３
月
１
日
よ
り
農
村
振
興
課
窓
口
に

て
受
付
い
た
し
ま
す
。
交
付
金
の
助
成
を
受

け
る
予
定
の
方
は
受
付
が
必
須
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課
農
政
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
５

引
越
相
談
所
開
設

　

３
・
４
月
の
２
ヶ
月
間
、
福
島
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
、
電
話
等
で
引
越
等
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に

も
事
前
に
見
積
も
り
等
を
し
て
も
ら
い
、
運

賃
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
よ
く
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
緑
ナ
ン
バ
ー

ト
ラ
ッ
ク
の
予
約
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
引
越
相
談
所
の
連
絡
先

　

福
島
市　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部

　
　


０
２
４-

５
５
８-

７
７
５
５

　

郡
山
市　

県
中
支
部

　
　


０
２
４-

９
６
３-

０
７
８
０

　

相
馬
市　

相
双
支
部

　
　


０
２
４
４-

３
７-

３
０
７
０

　

い
わ
き
市　

い
わ
き
支
部

　
　


０
２
４
６-

５
８-

８
２
２
３

福
島
県
で
働
く
す
べ
て
の
人
へ
。 

　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
平
成
24
年
10
月
１

日
よ
り
変
わ
り
ま
し
た
。 

　

福
島
県
の
こ
れ
ま
で
の
最
低
賃
金　

６
５
８
円 

時
間
額　

６
６
４
円　

 

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

平
成
25
年
９
月
１
日
ま
で
の
期
間
に
な
り

ま
す
。 

■
問
合
せ　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　


０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
４

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家
公
務
員

採
用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
申
込
は
、

受
付
期
間
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

○
総
合
職
試
験
（
院
卒
者･

大
卒
程
度
試
験
）


申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
８
日
（
月
）「
受
信
有
効
」


第
１
次
試
験
日　

４
月
28
日
（
日
）

○
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）


申
込
受
付
期
間　

４
月
９
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
18
日
（
木
）「
受
信
有
効
」


第
１
次
試
験
日　

６
月
16
日
（
日
）

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）


申
込
受
付
期
間　

　

６
月
24
日
（
月
）
～
７
月
３
日
（
水
）

　

郵
送
・
持
参
の
場
合

　

６
月
24
日
（
月
）
～
６
月
28
日
（
金
）


第
１
次
試
験
日　

９
月
８
日
（
日
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
が
で
き
な

い
場
合
は
、総
合
職
試
験
は
３
月
11
日
（
月
）

か
ら
３
月
29
日（
金
）ま
で
、一
般
試
験
職（
大

卒
程
度
試
験
）
は
３
月
21
日
（
木
）
～
４
月

８
日
（
月
）
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
、
人
事
院
東
北
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
も
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局　

第
二
課

試
験
係　


０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
.
g
o
.
j
p
/
s
a
i
y
o
/

saiyo.htm

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験

　

平
成
25
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
申
込
は
、
Ｈ
Ｐ
上

の
受
験
申
込
画
面
か
ら
申
込
願
い
ま
す
。


試
験
区
分　

事
務
系
、
技
術
系


昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方


申
込
受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日
（
月
）
～
４
月
15
日
（
月
）


第
１
次
試
験
日　

５
月
19
日
（
日
）

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
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◆お知らせ

 [問合せ]浪江消防署 富岡消防署川内出張所   ☎ ０２４０－３８－２１１９ 

浪浪江江消消防防署署かかららののおお知知ららせせ 
３月１日から７日まで春の全国火災予防運動です。 

 春先は空気が乾燥し、強い風が吹く日が多くなるなど、 
火災が発生しやすい季節となります。 
 火災を発生させないために、日頃から火災予防を 
心がけてください。 
 

 
 ・寝タバコは、絶対やめましょう。 
 ・暖房器具は、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。 
 ・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう。 
 

 
 ・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品 
  を使用しましょう。 
 ・家の周りに燃えやすいものを置かないようにしましょう。 
 ・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の 
  協力体制をつくりましょう。 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
試
験
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

採
用
試
験
事
務
室


０
２
２-

２
１
７-
５
６
７
６

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
r
e
a
u
.
t
o
h
o
k
u
.
a
c
.
j
p
/

shiken/

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
で
は
、
効
率

的
で
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図

る
た
め
、
定
期
的
に
院
内
研
修
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
、「
地
震
対
策
の
評
価

と
教
訓
」
と
題
し
、
当
病
院
の
非
常
勤
内
科

医
、
尾
澤
康
彰
医
師
よ
り
、
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
透
析
の
必
要
性
、
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
中
で
の
情
報
の
共
有
、
患

者
移
送
に
対
す
る
行
政
、
警
察
、
自
衛
隊
と

の
連
携
の
あ
り
か
た
な
ど
、
こ
の
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
に
生
か
せ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

　


０
２
４
７-

７
２-

３
１
８
１

「
健
康
料
理
教
室
」
を
開
催
し

ま
す

　

味
の
素
グ
ル
ー
プ
の
支
援
に
よ
り
「
健
康

料
理
教
室
～
お
い
し
く
！
楽
し
く
！
健
康

に
！
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

避
難
生
活
に
よ
り
野
菜
の
量
が
減
っ
た

り
、
偏
っ
た
食
事
に
よ
っ
て
、
体
重
が
増
え

て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

料
理
教
室
で
は
手
軽
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
男
性
の
方
も

参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期　

日
／
３
月
28
日
（
木
）

受　

付
／
午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時

場　

所
／
五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ

参
加
料
／
無
料　

※
参
加
を
希
望
の
方
は
３

月
19
日
（
火
）
ま
で
保
健
福
祉
課


０
２
４
０-

３
８-

２
９
４
１
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
20
名
ま
で
）

研修会の風景
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森
林
環
境
税
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
福
島
県
森
林

環
境
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
木
材
利

用
推
進
へ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
学
校
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
こ
の
た
び
小
学
校
体
育
館
の
ス
テ
ー

ジ
用
に
木
製
の
可
動
階
段
を
整
備
し
ま
し
た
。
学
校

行
事
や
地
域
交
流
な
ど
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

帰
村
宣
言
か
ら
１
年
が
経
と
う
と
す
る
１

月
24
日
に
、
川
内
村
行
政
区
長
会
か
ら
村
民

が
安
全
安
心
で
生
活
で
き
る
た
め
の
要
望
書

を
川
内
村
長
、議
会
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
住

民
の
精
神
的
苦
痛
の
損
害
賠
償
の
継
続
を
東

京
電
力
に
要
求
す
る
こ
と
。
除
染
後
も
放
射

線
量
が
低
減
し
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
２

次
的
な
除
染
を
促
進
す
る
こ
と
。
安
全
な
飲

料
水
の
確
保
の
た
め
地
下
水
ボ
ウ
リ
ン
グ
費

用
に
つ
い
て
国
及
び
東
京
電
力
に
賠
償
を
要

求
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
１
月
31
日
に
東
京
電
力
㈱
福
島
復
興
本

社
代
表
に
村
、
議
会
、
行
政
区
長
会
の
連
名

で
原
発
事
故
か
ら
の
早
期
復
興
の
内
容
で
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

   

福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
に
よ
り

   

小
学
校
に
木
製
階
段
を
整
備

要
望
書
の
提
出　
　
　

　
　

《
川
内
村
行
政
区
長
》

　

２
月
１
日
（
金
）
保
育
園
で
豆
ま
き
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

節
分
の
絵
本
を
見
た
り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
し
ま
し
た
。

各
お
部
屋
に
豆
を
ま
き

お
こ
り
ん
ぼ
鬼


泣
き
虫
鬼


い
ろ
い
ろ
な
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。
最
後
に
あ
ら
わ
れ
た

怖
い
赤
鬼
！
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
退
治
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
面
は
、
子
ど
も
達
手
作
り
の
張
り
子
の
お
面
。

角
や
模
様
等
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
入
れ
ま
し
た
。
本
格
的

な
お
面
に
子
ど

も
達
も
満
足
そ

う
で
す
。

おにはそと！　ふくはうち！

「鬼は外～ !!　
　　福は内～ !!」

みんなで「はいポーズ！」

要望書を提出する高野区長会会長
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KAWAUCHI

★TOP I CS

川内村放課後子ども教室スタート

　

放
課
後
に
児
童
た
ち
が
安
全
・
安
心
な

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
、
昔
遊
び
、
地
域
住
民
と
の
交
流

等
で
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
1
月
23
日
、
川
内
村
放
課
後
子
ど
も

教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

参
加
対
象
は
川
内
小
学
校
1
年
か
ら
６

年
生
ま
で
で
、
現
在
10
名
の
児
童
が
利
用

し
、
宿
題
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
縄
跳
び
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
平
日
の
月
曜
日
～
金
曜

日
の
学
校
終
了
後
か
ら
18
時
ま
で
と
な
り

ま
す
（
都
合
に
よ
り
開
催
日
時
等
の
変
更

あ
り
）

　

川
内
村
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
教
育
課
生
涯
学
習
係
（

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

双葉警察署から感謝状を授与

　

川
内
村
地
域
保
安
隊
は
、
村
内

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
積
極

的
に
行
う
な
ど
地
域
防
犯
に
協
力

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、１
月
24
日
、

双
葉
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。 

　

隊
長
の
遠
藤
豊
治
さ
ん
は
、「
今

後
も
さ
ら
に
地
域
防
犯
の
た
め
力

を
尽
く
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

し
て
い
ま
し
た
。 

口と足で描く芸術家協会から色えんぴつの寄贈
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KAWAUCHI

TOP I CS★ / ◆社会福祉協議会

福島キッズ in さっぽろ雪まつり が行われました

次の方から、ご寄付をいただきました。厚く御礼申し上げます。

　

２
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
、
２

泊
３
日
の
日
程
で
「
福
島
キ
ッ
ズ
in

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

川
内
小
１
年
生
か
ら
川
内
中
２
年
生

ま
で
の
18
人
と
父
兄
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
原
発
事
故
の
避
難
後
川

内
村
で
再
開
し
た
川
内
小
学
校
、
川

内
中
学
校
の
児
童
生
徒
と
父
兄
を
対

象
に
、
北
海
道
で
の
体
験
活
動
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
第
２
５
１
０
地
区
（
北
海
道
西

部
）、第
２
５
３
０
地
区
（
福
島
県
）、

札
幌
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
催

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

１
日
目
は
、
夜
に
福
島
空
港
を
出

発
し
て
札
幌
市
内
に
宿
泊
、
２
日
目

は
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
で
の

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
や
札
幌

市
農
業
体
験
交
流
施
設
「
サ
ッ
ポ
ロ

さ
と
ら
ん
ど
」
で
、
地
元
の
子
供
た

ち
と
雪
上
運
動
会
や
雪
遊
び
を
体

験
。
最
終
日
は
、
雪
ま
つ
り
会
場
を

見
学
し
、
制
作
中
の
「
豊
平
館
」
を

バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
し
て
、
札
幌

村
神
社
で
復
興
祈
願
や
豆
ま
き
を
体

験
し
、
冬
の
札
幌
を
満
喫
し
て
き
ま

し
た
。

◆ご遺志金

　・遠藤義明様（下原）　・故遠藤　一治様ご遺志

　・渡邉善範様（中島）　・故渡邉アキヨ様ご遺志

　・藤宮竹志様（町尻）　・故藤宮キヨミ様ご遺志　

◆一般ご寄付

　・望月威男様（田村市）　　フタバ会長

　・望月隆司様（田村市）　　フタバ代表取締役
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◆社会福祉協議会

　川内村老人クラブ連合会では、県老人クラブ連合会よりカラ

オケセットの贈呈を受けました。そこで有効に活用して生きが

いづくりと健康づくりに役立てていただくことを目的に、会員

の皆様に無料で貸し出します。詳しくは、社会福祉協議会

０２４０-３８-３８０２まで連絡ください。

「カラオケペアマイクセット」を貸出いたします

　去る２月４日（月）川内村老

人クラブ連合会の新年会が三春

町の若松屋旅館に於いて、25名

の会員の出席のもと行われまし

た。

　会員相互の親睦を図りなが

ら、今後の活動について意見交

換を行い、充実した１日となり

ました。

川内村老人クラブ連合会新年会

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合いの機会を持

つ、ふれあい・いきいきサロンの３月の予定についてご案内しま

すので、参加くださるようお願いします。対象地区の高齢者であ

れば、どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。

日時・場所　

　３月21日（木）　 午前10時

　　３区山村活性化支援センター

　　　２区・３区・４区高齢者対象

　３月28日（木）午前10時

　　１区集会所

　　　１区高齢者対象

高齢者ふれあい・いきいきサロンのご案内
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KAWAUCHI

社会福祉協議会◆

１
．
通
所
介
護
事
業
所

　
　

（
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）


給
食
調
理
員
及
び
送
迎
等　
　

○
募
集
予
定
人
数　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

臨
時
職
員 

○
資
格
要
件　

調
理
師
免
許
及
び
普
通

自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
及
び
登

録
職
員
就
業
規
則
、
通
所
事
業
運
営

規
程
に
よ
る
。

○
勤
務
場
所　

「
ゆ
ふ
ね
」

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る
。


介
護
員
補
助　

○
募
集
予
定
人
数　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

臨
時
職
員 

○
資
格
要
件　

普
通
自
動
車
免
許
を
有

し
て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
及
び
登

録
職
員
就
業
規
則
、
通
所
事
業
運
営

規
程
に
よ
る
。

○
勤
務
場
所　

「
ゆ
ふ
ね
」

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る
。


登
録
看
護
師

○
募
集
予
定
人
数　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

登
録
職
員 

○
資
格
要
件　

看
護
師
（
准
看
護
師
）

資
格
及
び
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し

て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
及
び
登

録
職
員
就
業
規
則
、
通
所
事
業
運
営

規
程
に
よ
る
。

○
勤
務
場
所　

「
ゆ
ふ
ね
」

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る
。


登
録
介
助
員

○
募
集
予
定
人
数　

若
干
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

登
録
職
員 

○
資
格
要
件　

普
通
自
動
車
免
許
を
有

し
て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
及
び
登

録
職
員
就
業
規
則
、
通
所
事
業
運
営

規
程
に
よ
る
。

○
勤
務
場
所　

「
ゆ
ふ
ね
」

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る
。

２
．
訪
問
介
護
事
業
所


登
録
ヘ
ル
パ
ー　
　

○
募
集
予
定
人
数　

若
干
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

登
録
ヘ
ル
パ
ー 

○
資
格
要
件　

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２

級
以
上
の
修
了
者
ま
た
は
介
護
福
祉

士
資
格
取
得
者
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
し
て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
及
び
登

録
職
員
就
業
規
則
、
訪
問
介
護
事
業

所
運
営
規
程
に
よ
る
。

○
勤
務
場
所　

川
内
村
「
ゆ
ふ
ね
」

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る  

３
．
生
活
支
援
相
談
員

○
川
内
地
区　

  

１
名　

○
郡
山
地
区　
　

２
名

○
い
わ
き
地
区　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日  

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

臨
時
職
員 

○
資
格
要
件　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
し
て
い
る
方 

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
に
よ

る
。

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る  

４
．
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

管
理
業
務
員

○
川
内
地
区　

１
名　

○
郡
山
地
区　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

臨
時
職
員 

○
資
格
要
件　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
し
て
い
る
方

○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
に
よ
る
。

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る  

５
．
事
務
補
助
職
員

○
募
集
予
定
人
数　

１
名

○
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

○
身　
　

分　

臨
時
職
員 

○
資
格
要
件　

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

方
○
勤
務
条
件　

当
会
給
与
規
程
に
よ
る
。

○
試
験
方
法　

個
別
面
接
に
よ
る  

☆
受
付
期
間　

平
成
25
年
３
月
1
日(

金
）

か
ら
平
成
25
年
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

の
（
執
務
時
間
中
）
と
し
ま
す
。

☆
試
験
期
日　

後
日
受
験
者
に
通
知
し
ま

す
。

☆
試
験
会
場　

複
合
施
設
「
ゆ
ふ
ね
」
内

☆
結
果
発
表　

受
験
者
に
通
知
い
た
し
ま

す
。

☆
申
込
方
法　

○
申
し
込
み
は
、
川
内
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
準
備
し
て
あ
る
申
込
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
当
協
議　
　

会
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
３
月
15

日
（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
合
せ

　

社
会
福
祉
法
人　

川
内
村
社
会
福
祉
協

議
会

　

〒
９
７
９-

１
２
０
２　

川
内
村
大
字

下
川
内
字
坂
シ
内
１
３
３-

５

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
２

　


０
２
４
０-

３
９-

０
５
５
６

福祉の職場で働きませんか

川内村社会福祉協議会では、次のように募集いたします。


